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小清水流星スポーツ少年団

全道大会出場！！　

『小清水町出産祝金支給事業』

　まちをあげて、町内の新たな命の誕生をお祝いする「小清水町出産祝金支給事業」。
　生後１００日を経過したお子さんに、出産祝金をお渡ししました。
　町では、これからも新たな命の誕生をお祝いし、子どもの
健やかな成長を願うとともに、安心して生み育てることが
できる子育て環境の充実を図ります。

①虎の様に勇ましく、優しく勇敢な子になって欲しいという思いを

　込めて名付けました。

②人の気持ちのわかる、思いやりのある子に育って欲しいです。

③健康に育ってくれるのが１番ですが、自分の意志を持ち、何事に

　も一生懸命取り組んで欲しいと思います。

柚洞 健一さん（父）・ますみさん（母）・虎太郎くん（男の子）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中里２区

こたろう

役場保健福祉課福祉係　  　　　　　　　　　　　　　　　　☎ （６２） ４４７３お問い合わせ先

①お子さんの名前の由来を教えてください
②どんな子に育ってほしいですか？
③将来、お子さんに望むことは何ですか？

　６月２６日（土）・２７日（日）大空町東藻琴少年野球場などで開催された第41回高円宮賜杯全日本学童軟式野球

大会兼第50回全道少年軟式野球大会網走支部大会において小清水流星スポーツ少年団が、１・２回戦、準決勝を

勝ち抜き決勝戦に進出。決勝では惜しくも敗退しましたが準優勝という見事な成績を収めました。

　この大会では優勝チームは全日本学童軟式野球

北海道大会へ、準優勝チームは全道少年軟式野球

北海道大会への出場権を得られます。流星スポーツ

少年団は８月１日から札幌市内で行われる北海道大

会に網走支部代表として出場することになりまし

た。

　流星スポーツ少年団のみなさんおめでとうござ

います。

　６月２２日（火）・２３日（水）、清里高校２年生の奥山楽都さんと佐藤彩乃さんが、イ
ンターンシップ（職業体験）で、町広報の作成を体験。他の職場でインターンシップを
行っている同級生を取材し制作しました。

取材をするにあたり、私個人の脳内でシミュレーションを行ってい
たのですが実際に体験すると、話を聞きながらメモを取るという事
が思いのほか難しく、時間をかけさせてしまったり、カメラの距離
感が分からなく撮り直しの時間を設けさせてしまった事があり、自
分の不出来さを知る事ができた貴重な体験となりました。
インターンシップを通してこの様な経験をさせていただき、とても
嬉しく思います。
様々な経験を積む事が大切だと分かる二日間でした。（奥山　楽都）

今回、広報作成に携わって感じたことはインタビューの重要さです。相手の答えを具体的に聞いて、で
きるだけ多くの情報を引き出すことが良い記事を作ることへつながると学びました。
また、ほんの少しですが他の職場を拝見できて楽しかったです。学校の授業でも記事を作成する機会が
あるので、この経験を活かしていきたいと思います。（佐藤　彩乃）

インターンシップ
おくやま がく と さとうあ や の

ふれあい
センター

「客室清掃やフロント・レストラン業務をさせ  
　ていただきました。」

　   
「思っていたよりも大変で、やることが沢山あ
　るので時間の進みが早く感じました。」

　   
「掃除など、同じことを延々と繰り返す作業が
　大変でした。」

　   
「実際に仕事を体験したことで、働くことの　
　大変さをよく理解できました。」

「考えながら次から次へと動くことが大事だ
　と感じました。」

エーコープ
こしみず

「お客様の邪魔にならない様に、行動する事
　です。」

「主に、品出し等の商品の整理をしています。」 

「スーパーの品出し等を経験した事がなく、
　興味があったからです。」

「いろんな体験ができて、とても楽しいです。」

「やりがいを感じる事ができる、いい仕事で
　す。」

どのような仕事を体験しましたか？Q1 仕事において、気を付けていることは
何ですか？

Q1

どの様な業務をされていますか？Q2

なぜ、この職場を志望したのですか？Q3

仕事の感想を聞かせてください。Q4

その感想をお教えください。Q2

大変だったことは何ですか？Q3

今回の体験から学べたことは何ですか？Q4

～ 広報作成を体験した感想 ～  編集後記

清里高校生の インターンシップインターンシップインターンシップ


